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9 時 0 分から 18 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

〇季節の行事（ハロウィン、クリスマス会、ムーチー作りなど。）　〇遠足（年2回）やレク大会の実施。　〇外部講師による、製作や体操教室、わらべうたの実施。
〇高齢者施設との交流。　〇誕生日会。

（別添資料１）

家族支援

〇連絡帳を活用し、日々の児童の様子を情報共有する。
〇電話や対面等で、随時保護者からの相談を受付、適切な助言・情報提
供を行う。

移行支援

〇移行先への情報提供、連携。
〇就職先の見学付き添い。

地域支援・地域連携

〇自立支援協議会への参加。　〇地域行事への積極的な参加。
〇学校や相談支援事業所、併用利用先、関係機関との情報共有を定期的
に行う。

職員の質の向上

〇定期的な職員会議や勉強会の実施。
〇職員の各種勉強会や研修への参加。
〇職員の資格取得へ向けた支援。

支　援　内　容

〇基本的生活スキルの獲得。（手洗い、排泄、食事、着脱、片付けなど。）　〇健康状態の維持、改善。（毎日の体温測定、体調の確認、月1回の体重測定など。）
〇食育。（おやつ作り・家庭菜園）

〇姿勢と運動（動作の基本的技能の向上。トランポリン、散歩、バランスボール、ダンス、リズム遊び、キックスケーター、リップスティックボード、三輪車など。）
〇感覚の特性への対応。（ブロック、LaQでの制作、折り紙などで季節の制作。いろいろな道具の使い方）

本
人
支
援

〇学習支援。　〇小集団での活動や遊びの中で、適切な行動を習得する。〇場面や場所に合わせた行動を獲得する。
〇スケジュールの確認。　〇曜日感覚を養う為の環境設定。

〇挨拶や場面に合った言葉づかいの習得。　〇本読みや写本等、言語を獲得する為の学習支援。　　〇外部講師による英語教室。
〇コミュニケーション手段の活用。（発表する機会の提供。ロールプレイ。指さし、身振り、サイン等の活用。）

〇小集団での遊びやゲームを通して、人との関り方や接し方を学ぶ。
〇社会体験の場を設ける（博物館、図書館、水族館の利用。消防署や防災センターの見学。）

支援方針

利用児が、日常生活を円滑に営むことができるよう、適切な援助を行う。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念
法人：本部町における社会福祉事業その他の社会福祉を目的とする事業の健全な発達及び社会福祉に関する活動の活性化により、地域福祉の推進を図ることを目的とする。
事業所：日常生活における基本的動作及び知識技能を習得し、集団生活に適応することができるよう適切かつ効果的な指導及び訓練を行う。

事業所名 本部町ことばの教室 作成日支援プログラム（放課後等デイサービス）


	支援プログラム参考様式

